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貧酸素水塊速報
（2014年）

平成26年7月22～24日観測結果

平成26年7月29日

　底層の貧酸素化は先週より強まり、酸素量が1mL/L以下と極端に少ない海域が、

内湾北部の広い範囲に見られています。

　貧酸素化した海域は、表層（25～28℃）と底層（16～22℃）の水温差が大きく、上

下混合が起きにくい状態であるため、貧酸素水塊がさらに拡大するおそれがありま

す。
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酸素飽和度 備考

酸素飽和度と溶存酸素量（DO）の目安

貝類危険

50% 貧酸素水塊

30～40％ 魚類に影響
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底層の溶存酸素量分布（速報値）

単位：ml/L
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